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９
月
３
日
、「
北
竜
町
開
町

１
３
０
年
記
念
式
典
」
が
公
民
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
感
謝
状
贈
呈
者

な
ど
に
参
列
者
を
限
定
し
規
模
を

縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
町
内
外
か
ら
約
１
０
０
名
の

出
席
者
を
迎
え
、
先
人
の
苦
労
の

偉
業
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
一

層
豊
か
な
北
竜
町
へ
の
躍
進
を
誓

い
あ
い
１
３
０
年
の
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
国
家
斉
唱
、
先
人

へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
た
後
、
佐
野

町
長
が
「
遠
く
明
治
26
年
、
前
人

未
踏
の
こ
の
地
に
先
覚
者
達
が
足

跡
を
残
し
て
か
ら
、
１
３
０
年
と

い
う
意
義
あ
る
年
を
迎
え
、
町
民

の
皆
様
方
と
共
に
お
祝
い
で
き
ま

す
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

　

今
後
の
更
な
る
発
展
と
飛
躍
を

目
指
し
、
本
町
の
基
幹
産
業
の
確

立
と
ひ
ま
わ
り
観
光
の
発
展
を
図

り
、
美
し
い
ひ
ま
わ
り
の
ま
ち
と

し
て
、
ま
た
、
ず
っ
と
住
み
続
け

た
い
ま
ち
と
し
て
、
更
に
大
き
く

躍
進
さ
せ
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
責

任
を
感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
町
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
労
者
65
名
に
対
し
て

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た

佐
々
木
議
長
よ
り
お
祝
い
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
後
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
「
北
竜
太
鼓
」
に

よ
る
力
強
い
太
鼓
演
奏
が
３
曲
披

露
さ
れ
、
式
典
は
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

北
竜
町
開
町
１
３
０
年
記
念
式
典

先
人
の
苦
労
と
偉
業
に
感
謝
し
、

　
　
　
　
　
　

さ
ら
に
豊
か
な
北
竜
町
へ
の
躍
進
を
誓
い
節
目
を
祝
う



3 令和４年１０月号

■
高
額
寄
付
者
（
敬
称
略
）

篠
田 
久
雄

■
自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

議
会
議
員

（
議
会
議
員
と
し
て
２
期
、
８
年

以
上
在
職
さ
れ
未
受
賞
）

小
松 

正
美

農
業
委
員

（
農
業
委
員
と
し
て
４
期
、
12
年

以
上
在
職
さ
れ
未
受
賞
）

水
谷 

茂
樹 　
　

北
清 

裕
邦

特
別
職
職
員

（
町
特
別
職
職
員
と
し
て
在
職
さ

れ
未
受
賞
者
）

本
家 

博
之 　
　

本
多 

一
志

竹
内 

範
行

教
育
委
員

（
教
育
委
員
と
し
て
12
年
以
上
在

職
さ
れ
未
受
賞
者
）

山
本 

玲
子 　
　

髙
田 

敏
幸

林 　

佳
子 　
　

竹
林 

信
幸

三
上 

公
昌

国
民
健
康
保
険
運
営
委
員

（
国
保
運
営
委
員
と
し
て
20
年
以

上
在
職
さ
れ
未
受
賞
者
）

浦
本 

幸
彦 　
　

篠
原 

久
幸

渡
辺 
隆

民
生
委
員

（
民
生
委
員
と
し
て
12
年
以
上
在

職
さ
れ
未
受
賞
者
）

中
村 

裕
世

保
護
司

（
保
護
司
と
し
て
15
年
以
上
在
職

さ
れ
未
受
賞
者
）

永
井 

捷
弘

選
挙
管
理
委
員

（
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
12
年
以

上
在
職
さ
れ
未
受
賞
者
）

中
村 

尚
一 　
　

髙
橋 

康
詞

石
橋 

裕
司

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

（
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
12
年
以
上
在
職
さ
れ
未

受
賞
者
）

髙
田 

幸
男

公
平
委
員
会
委
員

（
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
12
年

以
上
在
職
さ
れ
未
受
賞
者
）

江
田 

整
一 　
　

寺
垣 

信
良

渡
邊 

靖
範

消
防
団
員

（
消
防
団
員
、
幹
部
と
し
て
30
年

以
上
在
職
さ
れ
未
受
賞
者
）

中
山 

成
幸 　
　

鵜
飼 

孝
志

交
通
指
導
員

（
交
通
指
導
員
と
し
て
15
年
以
上

在
職
さ
れ
未
受
賞
者
）

大
島 
浩
一 　
　

道
下 

剛

三
崎 
正
義 　
　

山
田 

孝
雄

藤
井 

昭
男 　
　

立
川 

敏
昭

深
瀬 

純
一 　
　

小
林 

劯

加
賀
美 

政
俊 　

白
岡 

直
樹

体
育
指
導
員

（
体
育
指
導
員
と
し
て
15
年
以
上

在
職
さ
れ
未
受
賞
者
）

大
矢 

江
利
子 　

初
田 

孝

南
波 

美
鈴

吏
員

（
町
職
員
と
し
て
35
年
以
上
在
職

さ
れ
未
受
賞
者
）

藤
井 

政
信 　
　

井
上 

孝

山
田 

英
喜 　
　

大
矢 

良
幸

大
友 

武 　
　
　

山
田 

伸
裕

南 

祐
美
子 　
　

中
村 

道
人

杉
山 

泰
裕 　
　

南 

秀
幸

滝
本 

浩
幸 　
　

森 

能
則

續
木 

敬
子 　
　

北
清 

広
恵

山
本 

久
美

■
産
業
功
労
者
（
敬
称
略
）

農
業
協
同
組
合
役
員

（
農
協
役
員
と
し
て
15
年
以
上
在

職
さ
れ
未
受
賞
者
）

吉
尾 

政
一 　
　

伊
藤 

勝
造

土
地
改
良
区
役
員
（
土
地
改
良
区

役
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
さ
れ

未
受
賞
者
）

近
江 

博
信 　
　

河
野 

朗

農
業
協
同
組
合
職
員

（
北
竜
農
協
か
ら
勤
務
し
た
職
員

と
し
て
35
年
以
上
在
職
さ
れ
部
長

職
以
上
者
）

櫻
庭 

賢
一 　
　

滝
上 

和
昭

商
工
会
役
員

（
商
工
会
役
員
と
し
て
15
年
以
上

在
職
さ
れ
未
受
賞
者
）

沖
野 

昭
夫 　
　

二
上 

肇

藤
井 

雅
仁 　
　

佐
崎 

謙
次

山
本 

勝
利
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初田 武 氏が

旭日単光章を受章

　元北竜町議会議員として、地方自治に尽力された

初田 武 氏（８８歳）が、このほど高齢者叙勲の旭日単

光章を受章、９月１３日に叙勲の伝達が行われました。

　初田氏は昭和５８年３月から北竜町議会議員として

４期１６年にわたり地方自治の振興に多大な貢献をさ

れ、また平成３年４月から４年間議会議長、平成７年

４月から４年間議会運営員会委員長を歴任し、議会の

改革と運営に尽力されました。

　役場応接室にて行われた伝達式では、佐野町長が伝

達の口上を述べ、初田氏に勲記と勲章が手渡されまし

た。

令和４年産米の

出荷が始まりました

　今年の稲刈りシーズンが到来し、もち米が９月６日

から、うるち米が９月１１日から稲刈りが始まりました。

　ＪＡきたそらち北竜支所では９月１３日より令和４

年産米の本格的な出荷受け入れが始まり、今年の初出

荷は、もち米が西川の藤井啓二さんと（株）藤井ファ

ーム、うるち米は古作ライスセンターと川瀬崇さんと

なりました。

３年ぶりの開催

長寿を祝う敬老会

　９月６日、７５歳以上の方を対象に老人福祉センタ

ーにおいて敬老会が開催され、１２８名の方が出席さ

れました。

　会は佐野町長の挨拶から始まり、佐々木議長の祝辞

ののち、米寿を迎えられた出席者６名に町長から米寿

祝い金が贈呈され、８０歳以上で北竜町に６０年以上

居住された出席者１５名には永住功労者表彰が贈呈さ

れました。

　恒例のアトラクションでは、桜心流剣詩舞会による

華麗な演舞に続き、北竜太鼓による躍動感あふれる演

奏が披露され、３年ぶりの開催となる敬老会のひとと

きを皆さんで楽しく過ごされました。
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北竜町戦没者追悼式

厳かに挙行

　８月１９日、北竜町戦没者追悼式が公民館で行われ

遺族１４名が出席されました。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来賓の皆

さまの出席はご遠慮いただき遺族のみの出席で実施さ

れました。全員での黙祷後、佐野町長が式辞を述べ、

続いて参列者全員で献花を行い、戦没者のご冥福をお

祈りしました。

北竜町特産品を用いた

クラフトビールが誕生

　北竜町の特産物を使ったクラフトビールを造って、

北竜町を盛り上げたいと（株）竜西農場代表取締役の

安達明広さんと北瑞穂生産組合長の永井稔さんがタッ

グを組んでクラフトビールを開発しました。

　「ひまわりの種」「黒千石大豆」「黄小玉スイカ」を用

いた３種のクラフトビールを、ひまわりまつり開催中

にひまわり観光センターと北竜温泉で販売したところ、

お土産として大好評。現在は、ひまわりの種を用いた

「ひまわりビスケット」が北竜温泉で販売されています。

ＪＡきたそらち女性部北竜支部からタオルの寄贈

　ＪＡきたそらち女性部北竜支部では、毎年、永楽

園と社会福祉協議会にタオルを寄贈されており、今

年も９月７日に川上支部長が各施設を訪れ、タオル

を寄贈されました。

　永楽園では東海林園長が、社会福祉協議会では山

本会長がタオルを受け取られ、「何かと必要になるも

のですから大変助かります。ありがとうございます」

とお礼を述べられました。

永楽園にて 社会福祉協議会にて
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北竜消防にて

和保育園児が消防体験

　９月７日、北竜消防にてやわら保育園のひまわり組

１２名が参加して「第１５回ちびっ子消防体験会」が

開催されました。

　元気な敬礼であいさつした園児は、消防車の乗車体

験や、放水体験を通じて、防火の大切さや消防の仕事

を教わり、最後に滝本支署長から一人ひとりに「ちび

っ子消防士認定証」が手渡されました。

　北海道では、省エネルギーに向けた取り組みとして、令和３年５月より年間を通した

働きやすい服装を励行する「ナチュラル・ビズ・スタイル」（通年ノーネクタイ）を実

施しています。役場内においても、既に夏のクールビズを実施していますが、今後期間

を設定せず、年間を通して「ナチュラル・ビズ・スタイル」として令和４年１０月より

実施しますので、ご理解のほど宜しくお願い致します。

　職員の執務中の服装は、室温に合わせて、暑さをしのぎやすい服装や、体感温度を上

げる重ね着のほか膝掛け・フリースの使用など、ノーネクタイを原則とした働きやすい

服装で執務を行って参ります。

ナチュラル・ビズ・スタイルのご案内

～通年ノーネクタイで失礼いたします～【北竜町】

黄倉良二 氏に北竜町名誉町民の称号を授与
　このたび、令和４年第３回定例会において議会の同意を賜り、元

きたそらち農業協同組合代表理事組合長の黄倉良二氏に名誉町民の

称号が授与されました。

　黄倉氏は家業である農業に従事する傍ら、地域に対する奉仕活動、

体育普及活動など幅広い活動を通じて地域の信望を得、昭和４８年

に北竜町農業協同組合理事に就任。町内におけるクリーン農業の第

一人者として地域農業の発展に努められ、平成３年には北竜町農業

協同組合代表理事組合長に就任されました。また、「きたそらち農

業協同組合」が発足したのちは、平成１２年２月から代表理事専務、

平成１４年６月より平成１９年４月に退任されるまでは、代表理事

組合長としてその手腕を発揮されました。

　黄倉氏の取り組みは町内農業者の賛同を得、「国民の命と健康を守る安全な食糧生産宣言の町」

として採択され、現在の「北竜ひまわりライス」の基礎を構築し、また多くの農業者からも慕われ

る存在であり、北竜町名誉町民の称号にふさわしいものとして、このたびの授与となりました。
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開町１３０年 記念講演会 開催

■と　き：令和４年１０月２９日（土）　１４：００～

■ところ：北竜町農村環境改善センター体育館

【問い合わせ先】　北竜町役場　℡３４－２１１１

ご講演

森 結有花 （北海道放送アナウンサー）

（主な出演番組）

テレビ「あぐり王国北海道ＮＥＸＴ」

　　　 「ＳｉｔａｋｋｅＴＶ」（ナレーション）

ラジオ「気分上昇ワイド　ナルミッツ！！！」（月・火）

『どろんこアナウンサー、６年目
　　　～北海道農業が教えてくれたこと～』

町民皆さまのご来場をお待ちしております！

　【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】　

■１０月１日(土)新米まつり開催

時間 ９：００～１２：００

場所 みのりっち北竜

　今年も収穫したての美味しい新米を

特価販売します。是非ご来場ください！

　北竜町公式キャラクター「ひまわり咲ち

ゃん」をモチーフにしたＬＩＮＥスタンプ

デザインのピンバッジが登場しました。

　北竜温泉ロビー設置のガチャガチャで

販売中です！

■「ひまわり咲ちゃん」の
　　　ＬＩＮＥスタンプデザインのピンバッジが登場！



8

議会広報委員会Ｎｏ．３７６

　

８
月
23
日
、
政
務
調
査
の
た
め

比
布
町
を
訪
れ
た
。
北
竜
町
議
会
、

教
育
委
員
や
教
育
委
員
会
職
員
、

役
場
職
員
で
、
小
中
一
貫
校
か
ら

義
務
教
育
学
校
へ
移
行
し
た
「
比

布
町
立
比
布
中
央
学
校
」
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　

そ
も
そ
も
義
務
教
育
学
校
と
は

小
学
校
、
中
学
校
と
分
か
れ
て
い

る
校
舎
を
一
つ
に
す
る
と
い
う
事

だ
け
で
は
な
く
、
９
年
間
と
い
う

義
務
教
育
期
間
で
一
貫
性
の
あ
る

教
育
活
動
を
行
う
た
め
２
０
１
６

年
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
新
た
な
学

校
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
で
校
舎
内

の
見
学
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
比

布
町
職
員
よ
り
義
務
教
育
学
校
へ

の
移
行
に
際
し
、
苦
労
し
た
点
や

反
省
点
な
ど
あ
り
の
ま
ま
に
お
話

い
た
だ
い
た
。
ハ
ー
ド
《
建
物
を

ど
う
す
る
の
か
》よ
り
ソ
フ
ト《
学

校
と
教
育
委
員
会
等
と
の
連
携
》

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
を
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
学
ん

だ
。

【
９
月
】

３
日
…
開
町
１
３
０
年
記
念
式

６
日
…
北
竜
町
敬
老
会

７
日
…
全
員
協
議
会
、
議
会
運
営

委
員
会

９
日
…
北
竜
町
農
業
の
未
来
を
考

え
る
特
別
委
員
会

14
～
16
日
…
第
３
回
北
竜
町
議
会

定
例
会

26
日
…
例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）

29
日
…
空
知
町
村
議
会
役
員
会

【
10
月
】

４
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
決
算
監
査

６
日
…
北
空
知
監
査
員
研
修
会

（
監
査
委
員
）

21
日
…
深
川
市
開
村
百
三
十
年
・

市
制
施
行
六
十
年
記
念
式
典

26
～
27
日
…
第
１
回
空
知
町
村
議

会
議
長
会
総
会

下
旬
…
例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）

　

開
町
１
３
０
年
の
節
目
の
本

年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
第
７
波
の
最
中
で
は
あ
る
が
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
が
３
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
。
開
会
式
で
は
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
ふ
る
さ
と
応
援
隊
と
し
て
、
本

町
に
農
業
体
験
等
で
来
町
し
て
い

た
客
室
乗
務
員
も
オ
ー
プ
ン
式
に

参
加
し
花
を
添
え
た
。
各
出
店
者

も
そ
れ
ぞ
れ
算
段
は
あ
っ
た
と
思

う
が
、
ま
ず
ま
ず
の
売
上
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

　

生
育
段
階
で
の
草
取
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
北
中
生
に
よ
る
世
界
の

ひ
ま
わ
り
栽
培
と
ひ
ま
わ
り
ガ
イ

ド
、
長
寿
会
連
合
会
な
ど
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ひ
ま
わ
り
ガ
イ
ド
な

ど
、
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
も
の
と
思

う
。
ま
た
、
期
間
中
、
第
４
回
全

国
ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル
サ
ミ
ッ
ト
、

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な

の
体
操
会
や
仮
装
盆
踊
り
大
会
も

開
催
さ
れ
た
。
演
奏
会
の
イ
ベ
ン

ト
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
に
支

え
ら
れ
て
開
催
さ
れ
た
ひ
ま
わ
り

ま
つ
り
だ
が
、
も
う
一
捻
り
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
１
ヶ
月
で
あ
っ

た
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画
の
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状

に
お
い
て
も
様
々
な
課
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
特
に
新
聞
報
道

や
テ
レ
ビ
放
映
後
の
土
・
日
曜
日

の
、
最
混
雑
時
に
お
け
る
国
道
２

７
５
号
線
の
渋
滞
緩
和
で
あ
る
。

全
て
の
車
両
が
ひ
ま
わ
り
の
里
を

目
指
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
苦

情
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
中
、
い
ち

早
く
迂
回
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
混
雑
時
に
は
、
ト

イ
レ
が
渋
滞
。
臨
時
ト
イ
レ
設
置

も
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
駐

車
場
係
と
し
て
町
・
Ｊ
Ａ
職
員
な

ど
の
出
役
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
が
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
中
村 

尚
一)
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　下記の日程でマイナンバーカード関連手続きの窓口を開設しますので、ぜひご利用くだ

さい。必要書類については、手続きにより異なりますので、事前にお電話でお問い合わせ

ください。

※時間外窓口では転入・転居・転出などの住所の異動、印鑑登録、証明発行業務等は行い

ませんのでご注意ください。

■マイナンバーカードの時間外窓口開設のお知らせ

【日時】１０月２０日（木）～ 午後７時 　【場所】すこやかセンター住民課窓口

■問い合わせ先：℡３４－２１１１（役場住民課戸籍年金係）

　平成２７年１０月よりスタートしたマイ

ナンバー制度。なにもわからないうちに本

人宛にマイナンバーが記載された通知カー

ドというものが届いた。

　これを受け取ったからといって何をする

わけでもなく、なんなら１～２ヶ月くらい

は封筒すらも開けずにいたような気がす

る。世間では、デジタル化が進み、これか

らの時代はマイナンバーの存在が重要に

なってくるらしい。だがしかし、こんなペ

ラペラの紙一枚が重要になると言われても

全く想像もつかない。

　それからまもなくしてマイナンバーカー

ドというものが登場したが、正直こんなも

のを作って何になるのかいまいピンとこな

い。今のところ日常生活での登場機会がほ

とんどなく、使い道もわからない。

　しかしあれから３年、時代が平成から令

和に変わるとともにアナログ人間だった自

分もついにマイナンバーカードを作った。

この年、人事異動で住民課に異動した自分

は、目の前でマイナンバーの担当職員が申

請手続から交付手続まで毎日頑張っている

のを見て、自分も少しくらい力になろうと

思い、作ることに決めたのである。

　申請手続は自分が思っている何倍も簡単

で、申請書に名前等の必要事項を書いて顔

写真を撮るだけだった。その後の申請手続

は担当職員が全てやってくれるらしい。聞

けば自分のスマホでも申請できるとのこと

で、その場合もたいした時間は掛からない

と言っていた。

　それから１ヶ月ほどしてカードが届い

た。ピンク色に免許証のような顔写真、裏

面にはマイナンバーが記載されていた。今

はまだ活躍の場が限られているが、これか

らどんどん便利になるとのこと。

　自分がマイナンバーカードを作ってから

３年ほど経ち、昨年からついに自分自身が

マイナンバーの担当職員として申請手続や

交付手続を行う毎日を送ることになった。

　今や国民の約２人に１人が持っていて、

使える場面もかなり増えてきたマイナン

バーカードは、保険証の代わりとして使え

る病院が増え、給付金などの受け取り口座

と紐付けておくことで手続がとても簡単に

なっている。確定申告だってスムーズにで

きる。旅行に行く場合に必要となるワクチ

ンの接種証明書も簡単に取ることができ

る。何年後かには運転免許証の機能も付く

との噂も。そうなってくるといよいよ本当

にマイナンバーカードがなくてはならない

ものになるに違いないと感じている今日こ

の頃である。

担当者から見る
　　 マイナンバー制度の今
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

10
月
18
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

※新型コロナウイルスの影響により、変更となる場合があります。

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー８８０２

ちびっこひろば
○日時　10月４日（火）10:00～11:30

　場所　やわら保育園　　　　

　内容　保育園自由開放

○日時　10月19日（水）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　簡単おもちゃ作り①

○日時　10月26日（水）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　簡単おもちゃ作り②

ピカピカキッズ
○日時　10月７日(金）10:00～11:30

　場所　やわら保育園ホール

　内容　キッズエアロビクス

（ ）対象：
１歳児～

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

10/2
（日）

深川市立病院
(担当医・たかはし内科
消化器内科 院長 高橋公平）

℡ 22-1101

よりもと歯科医院
℡ 0124-22-4618

10/9
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

あい歯科クリニック
℡ 0125-22-8500

10/10
（月）

深川市立病院
(担当医・納内診療所
 院長 己斐幹生）

℡ 22-1101

グリーン歯科クリニック
℡ 0125-54-3434

10/16
（日）

深川市立病院
(担当医・みきた整形外科
クリニック 院長 三木田光）

℡ 22-1101

おおさき歯科
℡ 0124-23-0648

10/23
（日）

深川市立病院
(担当医・町立沼田厚生
クリニック 院長 鳥本勝司）

℡ 22-1101

北竜町立歯科診療所
℡ 34-2656

10/30
（日）

北海道中央病院
℡ 22-2135

深川第一病院歯科口腔外科
℡ 23-3516

11/3
（木）

斎藤整形外科医院
℡ 23-3737

若葉台病院
℡ 0125-75-2266

休 日 当 番 医

町
民
文
化
祭
の

　
開
催
に
つ
い
て

　

11
月
２
日
（
水
）、
３
日
（
木
）

に
第
45
回
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
個
人
や
任
意
団
体
等
で
、

展
示
で
き
る
作
品
や
出
店
で
き
る

物
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教
育
委

員
会
に
10
月
28
日
（
金
）
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
是
非
ご
協
力

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
１
日
（
火
）
か
ら

11
月
３
日
（
木
）
ま
で
文
化
祭
の

た
め
、
公
民
館
・
改
善
セ
ン
タ
ー

の
一
般
利
用
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会

　

℡
３
４
・
２
５
５
３
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高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
10
・
11
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
10
月
20
日
（
木
）

※
申
し
込
み
期
限
10
月
17
日（
月
）

■
11
月
18
日
（
金
）

※
申
し
込
み
期
限
11
月
15
日（
火
）

申
し
込
み
先

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

■
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

杉
本
育
子
・
杉
本
友
恵

■
人
権
擁
護
委
員

　
　

藤
井
光
子

年
末
の
「
し
尿
汲
み
取
り
」

の
申
込
み
に
つ
い
て

　

冬
期
間
、
積
雪
で
汲
み
取
り
作

業
が
困
難
に
な
る
世
帯
に
つ
き
ま

し
て
は
、
年
末
特
別
収
集
を
行
い

ま
す
。

　

年
内
に
汲
み
取
り
を
希
望
さ
れ

る
世
帯
は
、
10
月
21
日(

金)

ま
で

に
役
場
住
民
課
町
民
生
活
係
ま
で

電
話(

℡
３
４
・
２
１
１
１)

等
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

囲
木
支
柱
の

申
込
み
に
つ
い
て

　

北
空
知
森
林
組
合
で
は
、
囲
木

支
柱
を
次
の
と
お
り
斡
旋
し
て
お

り
ま
す
。
希
望
者
は
、
北
空
知
森

林
組
合
又
は
役
場
産
業
課(

商
工

ひ
ま
わ
り
観
光
林
務
係)

へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
数
量
が
配
達
予
定
数
量

に
達
し
た
時
点
で
、
申
し
込
み
の

受
付
を
終
了
と
し
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

申
込
期
限

　

10
月
14
日
（
金
）
ま
で

配
達
予
定
時
期

　

10
月
中
旬
～
11
月
上
旬

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

■
北
空
知
森
林
組
合

　

℡
２
２
・
７
４
０
０

■
役
場
産
業
課

　

商
工
ひ
ま
わ
り
観
光
林
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

囲
木
支
柱

規　格 種類 価　格

１．８ｍ（６尺）

皮
む
き
支
柱

７５０円

２．７ｍ（９尺） ９５０円

３．６ｍ（12尺） １，３００円

４．５ｍ（15尺） １，６５０円

５．４ｍ（18尺） １，９８０円

■規格・価格一覧（１本当りの単価）

野
ね
ず
み
駆
除
用
殺
鼠
剤

の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

北
空
知
森
林
組
合
で
は
、
森
林

保
護
用
の
殺
鼠
剤
を
次
の
と
お
り

斡
旋
し
ま
す
の
で
希
望
す
る
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

11
月
18
日(

金)

品
名
及
び
価
格

　

三
共
り
ん
亜
鉛

　

７
５
０
円(

税
込)

／
袋

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

■
北
空
知
森
林
組
合

　

℡
２
２
・
７
４
０
０

■
役
場
産
業
課

　

商
工
ひ
ま
わ
り
観
光
林
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
解
体
、

所
有
者
の
変
更
は
税
務
係
へ

　

家
屋(

車
庫
・
倉
庫
等)

の
固
定

資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
に
存
在

す
る
も
の
で
、
そ
の
所
有
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
は
、
役
場
総
務
課
税

務
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
た
時

○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時

○
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
時

　

一
部
ま
た
は
全
部
の
取
り
壊
し

を
し
た
場
合
や
年
内
に
取
り
壊
す

予
定
が
あ
る
方
は
、
来
年
度
か
ら

そ
の
解
体
部
分
は
課
税
の
対
象
か

ら
除
か
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
税
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

令
和
４
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女

受
付
期
間　

試
験
日
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

試
験
期
日

　

10
月
16
日
（
日
）
～
17
日
（
月
）

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

　

高
橋
敬
子
・
松
本
浩
章
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相
続
・
遺
言
に
関
す
る

終
活
セ
ミ
ナ
ー

　

相
続
や
遺
言
書
に
つ
い
て
、
公

証
人
・
司
法
書
士
に
よ
る
講
演
や

無
料
相
談
会
（
予
約
制
）
を
行
い

ま
す
。
相
続
登
記
や
遺
言
書
の
作

成
を
考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

令
和
４
年
11
月
13
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　

旭
川
市
宮
前
１
条

　
　
　

３
丁
目
３
番
15
号

　
　
　

旭
川
合
同
庁
舎

定
員　

60
名（
事
前
申
込
先
着
順
）

費
用　

参
加
無
料

問
い
合
わ
せ
先

旭
川
地
方
法
務
局

℡
０
１
６
６
・
３
８
・
１
１
１
１

旭
川
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
s
:
/
/
h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.
m
o
j
.

go.jp/asahikawa/

　

深
川
調
停
協
会
で
は
、
金
銭
・

土
地
・
建
物
・
交
通
事
故
な
ど
の

も
め
ご
と
や
、
夫
婦
・
親
子
・
扶

養
・
養
育
費
・
相
続
な
ど
の
家
庭

内
や
親
族
間
の
も
め
ご
と
で
お
困

り
の
方
に
、
調
停
制
度
の
内
容
や

手
続
き
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
裁
判
所
の
調
停
委

員
が
、
相
談
内
容
の
秘
密
を
厳
守

し
親
切
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。
予

約
は
不
要
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
（
※
会
場
で
は
マ
ス
ク
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
）。　
　
　
　
　

日
時　

10
月
22
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

深
川
市
中
央
公
民
館

 　
　

（
深
川
市
５
条
７
番
23
号
）

問
い
合
わ
せ
先

　

深
川
調
停
協
会
（
庶
務 

寺
内
）

　

深
川
市
西
町
12
番
27
号

　

℡
２
３
・
２
３
５
８

■
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

・
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
始
ま

る
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方

式
で
す
。

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
い
て
は
、

買
手
は
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除

の
た
め
に
、
原
則
と
し
て
、
売
手

が
交
付
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
を
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
売
手
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す

る
場
合
は
、
登
録
番
号
を
取
得
す

る
た
め
に
登
録
申
請
手
続
が
必
要

で
す
。

■
登
録
申
請
手
続

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
令

和
５
年
10
月
１
日
か
ら
登
録
を
受

け
る
に
は
、
原
則
、
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
説
明
会
・
登
録
申
請
相
談
会

　

税
務
署
で
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
」
や
「
登
録
申
請
相
談

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
札
幌
国
税
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
n
t
a
.
g
o
.
j
p
/

a
b
o
u
t
/
o
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
/

sapporo/index.htm

一
般
社
団
法
人
空
知
歯
科
医
師
会

で
は
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
お
持

ち
で
現
在
歯
科
医
院
等
に
ご
勤
務

さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
復
職

支
援
の
た
め
の
交
流
会
を
開
催
致

し
ま
す
。

　

離
職
し
て
か
ら
期
間
が
空
い
て

し
ま
っ
て
つ
い
て
い
け
る
か
ど
う

か
不
安
、
小
さ
な
子
供
が
い
る
が

勤
務
で
き
る
の
か
、
な
ど
何
で
も

質
問
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
20
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分

場
所　

滝
川
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

11
月
15
日（
火
）

ま
で
に
空
知
歯
科
医
師
会
事
務
局

に
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
先

空
知
歯
科
医
師
会
事
務
局

℡
０
１
２
５
・
２
２
・
４
５
３
９

（
午
後
１
時
～
４
時
）

無
料
調
停
相
談
会
の
開
催

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

開
始
に
つ
い
て

未
就
業
歯
科
衛
生
士

復
職
支
援
交
流
会

まちの動き
９月１日現在（前月比）

世帯数　７９４世帯(－３)
 人口 １, ６９０人(－８)
　男　　　８０６人(－３)
　女　　　８８４人(－５)

(外国人含)
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10
月
は
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間
で
す

■
道
は
10
月
を
「
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間
」
と
定
め
道
内
各
地
で

ト
ラ
ッ
ク
等
の
燃
料
抜
き
取
り
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

■
不
正
軽
油
は
、
脱
税
や
環
境
汚

染
の
他
、
石
油
販
売
・
建
設
・
運

輸
等
の
業
者
間
で
の
市
場
競
争
の

不
公
平
化
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

「
不
正
軽
油
」
を

【
使
わ
な
い
】・【
買
わ
な
い
】

【
作
ら
な
い
】・【
売
ら
な
い
】

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す
！

■
混
和
軽
油(

軽
油
＋
灯
油
や
重

油)

や
製
造
軽
油(

軽
油
以
外
の
油

か
ら
製
造)

な
ど
、
不
正
軽
油
に

関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
道
は
「
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１

１
０
番
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

不
正
軽
油
と
思
わ
れ
る
情
報
が
あ

る
と
き
は
、
直
ち
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

℡
０
８
０
０
・
８
０
０
２
・
１
１
０

　
　
　
　
　

(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル)

問
い
合
わ
せ
先　

　

空
知
総
合
振
興
局

　

深
川
道
税
事
務
所
課
税
係

　

℡
２
３
・
３
５
７
８

一
人
生
ま
れ
一
人
逝
き
し
や
な
な
か
ま
ど
　
　
山
本
玲
子

男
手
で
漬
け
る
秋
茄
子
妻
の
色
　
　
　
　
　
　
山
岸
正
俊

豊
の
秋
村
へ
男
の
子
の
生
る
る
報
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

き
の
う
に
は
戻
れ
ぬ
こ
こ
ろ
吾
亦
紅
　
　
　
　
吉
尾
広
子

故
郷
は
日
増
し
黄
金
の
豊
の
秋
　
　
　
　
　
　
山
下
好
晴

一
年
の
恵
み
に
感
謝
稲
田
人
　
　
　
　
　
　
　
中
島
雅
子

流
さ
れ
て
岸
辺
ま
さ
ぐ
る
根
無
草
　
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

万
華
鏡
刻
々
変
わ
る
照
紅
葉
　
　
　 

　
　 

　
佐
藤
美
智
子

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

和
東
町　

滝
上 　

昭 

氏  

95
歳

　
　
　
　

 　
　
　

 

（
８
月
14
日
）

和　
　
　

小
林 

節
子 

氏  

86
歳

　
　
　
　

 　
　
　

 

（
８
月
23
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

和
東
町  

滝
上 

美
佐
子 

様

　
　

和　
　

  

小
林 

俊
哉   

様

　

北
竜
町

　

ひ
ま
わ
り
長
寿
会
連
合
会
へ

　
　

和
東
町  

滝
上 

美
佐
子 

様

寄
付
金
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

　
　
　
　

女
性
部
北
竜
支
部 

様

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

桜　

岡　

北
島 

優ゆ
う
ひ陽　

く
ん

 　
　
　
　
　

 　

  

（
８
月
10
日
）

 　
　

   

和
也
さ
ん
・
陽
奈
さ
ん

■
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す

　
10
月
11
日
は
「
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
日
」
で
す
。、
防
犯

に
対
す
る
意
識
と
理
解
を
深
め
、

地
域
全
体
で
犯
罪
が
起
こ
り
に
く

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
犯
罪
の

無
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
北
海
道

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
期
間

　

10
月
11
日(

火)

～
20
日(

木)

○
運
動
重
点

　

１
．
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　

２
．
子
ど
も
と
女
性
の

　

　
　
犯
罪
被
害
防
止

み
ん
な
で
築
こ
う

安
全
で
安
心
な
大
地

北竜町の事件・事故の発生状況（８月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
倉庫
荒らし

脱衣場
荒らし

暴行 その他 合計

2022年 ０ ０ ０ ０ １ １

2021年 ０ ０ １ １ ０ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

2022年 ２ 2022年 18

2021年 ３ 2021年 54
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　砂川年金事務所では、相談窓口の混雑を避けるため、ご相談や手続きの予約を実施しています。

事前に予約すると、ご相談内容に合ったスタッフが事前に準備しますので、スムーズに相談で

きます。

　■予約相談の実施時間帯

　　・月曜日　　　　午前８時３０分～午後６時

　　・火～金曜日　　午前８時３０分～午後４時

　　・第２土曜日 　 午前９時３０分～午後３時

　予約は「予約受付専用電話」までお電話いただくか、つながりにくい場合は砂川年金事務所

までお願いします。

　予約相談は１ヶ月前から前日まで受付しています。基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証

書をご準備の上、下記までお申し込み下さい。

『予約受付専用電話　０５７０－０５－４８９０』又は、

『砂川年金事務所　　０１２５－２８－９００２　から　音声案内１→２』

年金の予約相談をご利用下さい

みのりっち

１０月１５日(土)

秋の感謝祭開催！

今年度もみのりっち北竜に多くの方の出荷と来店ありがとうございました。

感謝の気持ちを込めまして、本年も『秋の感謝祭』を開催いたします。

当日、みのりっち商品購入者先着５０名様がガラポン抽選に参加できます。

１０月１６日（日）をもって今年度の営業を終了といたします。

ぜひお気軽にお立ち寄りください！（営業時間９：００～１６：００）

５０名様にガラポン抽選！

※新型コロナウイルスの影響により、イベントの実施が変更される場合があります。
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●リサイクル市開催のお知らせ●

■主なリサイクル品

　タンス・食器棚・整理棚・椅子・ソファ・テーブル・机・その他家具（約２００品程度を予定）

■対 象 者

　・北竜町、深川市、妹背牛町、秩父別町、沼田町にお住まいの方

　・引き渡し日に取りに来られる方

■販売価格

　２００円～ に設定

■抽選申込

　日時：令和４年１０月２６日（水）～１１月１日（火）　午前９時～午後４時

　場所：北空知衛生センター

　※申し込みの際に本人確認のため、免許証・保険証を提示していただきます。

■抽　　選

　令和４年１１月２日（水）　※新型コロナウイルス感染症予防対策のため非公開

■通　　知

　抽選後、購入者決定文書を令和４年１１月８日（火）以降に別途郵送します。

■引き渡し日と代金の支払い

　令和４年１１月２０日（日）午前９時～正午まで引き渡し日に代金を支払い、

　各自で搬出してください。

■その他

　・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、延期または中止とする場合があります。

　・３７．５℃以上の熱があるなど体調が悪い場合は、入場を見合わせます。

　・会場内はマスク着用

　・混雑する場合は入場制限を行います。

■問い合わせ先

　北空知衛生センター　℡２３－３５８４

　リサイクル市では、「粗大ごみ」や「燃えないごみ」として

搬入された「ソファ」や「タンス」などの家具や日用品の中から、

再利用可能なものを簡易修繕清掃し、リサイクル品として抽選

販売しています。

　ご希望の品物がありましたら会場にてご確認の上、お申込み

ください。

リサイクル品の抽選販売
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上期（４月～９月分）の申請を受付します

■青春エール助成金

　高等学校に通学する生徒を持つ世帯主に対して、その通学費等に係る助成として月額７千円

を交付するもの

■子育て世帯町外通勤者助成金

　高校生までの子どもを扶養する子育て世帯のうち、勤務地が町外である世帯主に対して、通

勤費の一部を助成するもの。対象地域については下記のとおりで、いずれも町内で利用できる

「商品券」により支給します。

※町で把握している対象者には既に案内の文書を送付しておりますが、対象と

なる世帯で文書が届いていない方は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。

■ 問い合わせ先　役場企画振興課企画係　℡３４－２１１１

受付期間 ： 令和３年１０月３日 から １４日 まで

青春エール助成金
子育て世帯町外通勤者助成金

令和４年度

・妹背牛 … 月額１，５００円相当額

・深川、沼田、秩父別、雨竜、滝川、新十津川 … 月額３，０００円相当額

・旭川、留萌、砂川、美唄、浦臼、増毛 … 月額５，０００円相当額

・往復１００ｋｍ以上 … 月額６，０００円相当額

ＮＰＯひまわりでは、北竜町の除排雪業務を受託するに当たり臨時職員を募集いたします。

　　■ 職　　種　　除雪作業運転手（他業務への従事含む。）

　　■ 募集人員　　１３名以内（予定）

　　■ 雇用期間　　令和４年１２月１日から令和５年３月３１日まで

　　　　　　 　　　（降雪の状況に応じて多少の期間変更有り）

　　■ 賃　　金　　予定月額１９０，０００円～２１０，０００円（詳細は面接による）

　　■ 応募資格　　・町内在住者

　　　 　　　　　　・大型・大特・車輌系建設機械免許取得者

　　■ 応募書類　　履歴書・運転免許証・車輌系建設機械免許の写し

　　　 　　　　　　運転記録証明書（過去１年分）

　　　 　　　　　　※証明申し込み用紙　和・碧水駐在所、除雪センターに設置

　　■ 審査方法　　書類及び面接により決定（内定後、健康診断書等の提出書類有）

　　■ 募集期間　　令和４年１０月２１日(金)まで

　　■ 採用通知　　１０月３１日までに連絡いたします。

　　■ 応 募 先　　特定非営利活動法人ＮＰＯひまわり（北竜町商工会内）℡３４－２０１１

ＮＰＯひまわり臨時職員募集



17 令和４年１０月号

　町は家庭から出るごみの収集を燃えるごみ、燃えないごみ、資源ごみ、生ごみ、粗大ごみに分けて収

集しています。

　収集の際に、正しく分別されていないごみや正しく廃棄するための処理がされていないごみが見られ

ます。正しく分別等がされていないごみについては収集出来ません。

　正しいごみ処理がされていないことが多いものについて下記のとおりお知らせ致しますので、今一度

ご確認の上、ごみを捨てるようお願い致します。

　ごみの出し方が分からない場合には役場住民課町民生活係までお問い合わせください。

■多く見られる事例

※段ボールや雑誌が縛られていない ※空きビン等の中がすすがれていない

※汚れがひどい空きビンは燃えないごみの扱いになります。

　【問い合わせ先：役場住民課町民生活係　℡３４－２１１１】　

正しいごみの出し方にご協力を！

自分だけなら
縛らなくてもいいか…

必ず紐で縛って
捨てましょう！

面倒くさいから
洗わず、そのまま
捨てちゃおうっと…

必ず空きビンなどの
中をすすいでから
捨てましょう！

× ×

◆ご不明な点は役場住民課町民生活係（℡３４－２１１１）までご連絡ください。◆

日　　時 　 令和４年１０月２９日（土）

   　 　    午前８時３０分から正午までの間にお越し下さい。

場　　所 　 碧水生きがいセンター

対 象 者    碧水町内会の小学校３年生以上の方

検査料金  　無　料

検査結果 　 異常があった場合には、後日検査結果を通知します。

　キツネを媒体とするエキノコックス症は手洗い等で予防できますが、万一感染した場合でも、すぐ

には自覚症状がなく数年から十数年の潜伏期間があり、治療の時期を遅らせてしまうことがあるため、

早期発見・治療を行うことが大切です。本年度は、碧水町内会の方を対象にして、血液検査（採血）

を実施しますので、ぜひこの機会に検査を受けられることをお勧めします。　

　また、昨年度対象の美葉牛町内会の方で血液検査を都合により受けることが出来なかった方は、本

年度受けることが出来ますので検査を希望する方は、準備の都合上、１０月２１日（金）までに役場

住民課町民生活係に電話(３４－２１１１）等でお申し込み下さい。

エキノコックス症血液検査の実施
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中
学
生

短
期
語
学
留
学

　

教
育
委
員
会
で
は
、
英
語
検
定
３
級
以
上

を
取
得
し
た
中
学
生
に
対
し
、
北
竜
町
中
学

生
短
期
語
学
留
学
助
成
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
中
学
校
在
学
中
に
留

学
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
永
井
唯
さ

ん
と
森
島
大
樹
さ
ん
が
、
今
年
８
月
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
留
学
を
終
え
た
お
２
人
よ
り
感
想
文

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
の
あ
っ
た
コ
ア
ラ
が
活
発
に
動
い
て

い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
間
近

で
記
念
撮
影
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴

重
な
体
験
が
出
来
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

別
の
日
に
は
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
あ
る
港
か

ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
、
マ
ン
リ
ー
ビ
ー
チ
へ
行

き
ま
し
た
。
海
ま
で
伸
び
る
大
通
り
に
は
、
お

土
産
を
売
っ
て
い
る
お
店
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
売

っ
て
い
る
お
店
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
な
ど
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
て
、
見
て
い
る
だ
け
で
も

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
こ
の
留
学
で
仲
良
く
な

っ
た
友
達
と
一
緒
に
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
ま

し
た
。
見
た
目
は
カ
ラ
フ
ル
で
と
て
も
か
わ
い

く
、
食
べ
て
み
る
と
口
当
た
り
が
よ
く
な
め
ら

か
で
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
通
り
を
進

む
と
真
っ
青
な
広
い
海
が
見
え
ま
し
た
。
日
を

浴
び
て
海
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
よ
く
晴
れ
て
い
て
冬
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
暖
か
い
日
で
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
バ
ス
に
乗
っ
て
ブ
ル
ー
マ
ウ

ン
テ
ン
へ
行
き
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
、
バ

ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
に
ま
つ

わ
る
色
々
な
お
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
面
白
か

っ
た
で
す
。
到
着
し
、
バ
ス
か
ら
降
り
る
と
、

標
高
が
高
く
風
も
強
か
っ
た
の
で
か
な
り
寒
か

っ
た
で
す
。
そ
ん
な
寒
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
に
き
れ
い
で
雄
大
な
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
景
色
で
し
た
。
そ
の
名
の
通
り
、
薄
く

霧
の
か
か
っ
た
山
の
緑
の
木
々
が
青
く
見
え
ま

し
た
。
岩
肌
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
は
大
き
な
滝

が
あ
り
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
少

し
ず
つ
バ
ス
で
移
動
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
ブ

ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
を
見
渡
し
ま
し
た
。
ど
こ
か

　

私
は
８
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
の
９
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
短
期
留
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
、
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

と
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
少
し
緊
張
し
ま
し

た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
優
し
く
私
を
迎

え
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
仕
事
も
あ
り
忙
し
い

中
、
街
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
、
お
弁
当

を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
た
く
さ
ん
お
話
し
し
た

り
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
の
家
族
の
よ
う
に

扱
っ
て
く
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
日

本
の
文
化
の
紹
介
で
、
書
道
と
折
り
紙
を
し
ま

し
た
。
書
道
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
名

前
を
書
い
た
り
、
国
名
を
漢
字
で
書
い
た
り

し
ま
し
た
。
久
々
だ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
う
ま

く
は
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
名
前
を
書
く
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

折
り
紙
で
は
、
丸
い
小
物
入
れ
や
着
物
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
飼
っ
て
い
る
犬
を
折
り
ま
し

た
。
特
に
小
物
入
れ
は
好
評
で
、
上
手
だ
ね
、

と
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

人
が
日
本
の
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
最
終

日
に
は
、花
火
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

海
に
花
火
の
光
が
反
射
し
て
、
と
て
も
幻
想
的

で
き
れ
い
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

素
敵
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、動
物
園
や
マ
ン
リ
ー
ビ
ー
チ
、

ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
な
ど
、
様
々
な
観
光
名
所

を
訪
れ
ま
し
た
。
動
物
園
に
は
、
コ
ア
ラ
や
カ

ン
ガ
ル
ー
な
ど
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ら
で
は

の
動
物
に
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毛

並
み
は
ふ
わ
ふ
わ
で
人
懐
っ
こ
く
、
と
て
も
か

わ
い
か
っ
た
で
す
。
い
つ
も
寝
て
い
る
と
い
う

■
永
井 

唯
（
滝
川
高
等
学
校
２
年
）

ら
見
て
も
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
は
青
く
、
き
れ

い
で
し
た
。

　

思
い
返
す
と
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の
一
週

間
で
し
た
。
今
回
の
留
学
で
、
頭
の
中
で
は
日

本
と
は
文
化
が
全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
い
て
も
、
実
際
に
海
外
で
過
ご
し
て
体

験
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
違
い
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
に
話
し

か
け
た
り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、
以
前

の
私
に
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
自
分

自
身
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が

嬉
し
い
で
す
。

　

こ
ん
な
に
楽
し
く
充
実
し
た
一
週
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
長
い
間
準
備
を
手
伝

っ
て
く
だ
さ
っ
た
菊
池
先
生
、
留
学
の
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
教
育
委
員
会
の
皆
様
、
留

学
先
で
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
※
）
の

皆
様
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
そ
し
て
両
親
の

お
か
げ
で
す
。
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
く

だ
さ
り
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
今
後
の
生
活
に
十
分
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

※ＩＳＡ：ホームスティや留学、国際教育に特化した教育旅行の専門会社

永井 唯 さん（右から二人目）
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て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
2
日
目
か
ら
通

う
現
地
の
語
学
学
校
ま
で
の
道
の
り
を
確
認
し

て
一
日
目
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
午
前
中
は
語
学
学
校
に
行
き
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

内
容
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
語
学
学
校
か
ら
歩
い
て
、
シ
ド
ニ

ー
博
物
館
に
行
き
ま
し
た
。
博
物
館
で
は
恐
竜

の
化
石
や
動
物
の
剥
製
、
先
住
民
の
生
活
の
様

子
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
文
化
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
は
ご
飯
を
食
べ
、
一
日

の
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
午
前
中
は
同
じ
く
語
学
学
校
で
授

業
を
受
け
て
、
午
後
か
ら
は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
と

ビ
ー
チ
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
中

に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
外
か
ら
近
く
で

見
る
と
と
て
も
大
き
く
す
ご
か
っ
た
で
す
。
そ

の
後
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
ビ
ー
チ
に
行
き
ま

し
た
。
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
い
る
間
は
潮
風
が

当
た
っ
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
ビ
ー
チ
に

着
い
て
か
ら
は
砂
浜
ま
で
し
か
い
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

お
土
産
な
ど
を
買
っ
た
り
し
ま
し
た
。
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
に
行
っ
た
り
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
ビ

ー
チ
に
行
っ
た
り
な
ど
普
段
は
出
来
な
い
こ
と

が
出
来
て
と
て
も
楽
し
く
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
は
ご

飯
を
食
べ
て
か
ら
日
本
か
ら
の
お
土
産
を
渡
し

ま
し
た
。
お
土
産
は
箸
や
折
り
紙
な
ど
日
本
の

も
の
を
渡
し
ま
し
た
。
折
り
紙
に
関
し
て
は
渡

し
て
か
ら
早
速
カ
ン
ガ
ル
ー
を
折
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
８
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
９
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
に
行
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
深
川
か
ら
特
急
列
車
に
乗
っ
て
新
千

歳
空
港
に
行
き
東
京
の
羽
田
空
港
に
行
き
ま
し

た
。
羽
田
空
港
で
は
、
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
日
程
な
ど
を
計
画
し
て
く
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ａ（
※
）

の
方
々
や
他
の
県
か
ら
の
参
加
者
と
合
流
を
し

て
日
程
の
確
認
や
入
国
時
の
確
認
な
ど
を
し

て
、
シ
ド
ニ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

シ
ド
ニ
ー
に
つ
い
て
か
ら
は
入
国
審
査
を
行

い
、
現
地
に
住
ん
で
い
る
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
現

地
で
の
生
活
な
ど
を
聞
き
、
現
地
で
使
え
る
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
と
コ
ロ
ナ
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
も

ら
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
行
き
ま
し
た
。

家
に
着
い
て
か
ら
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら

部
屋
を
案
内
さ
れ
、
家
の
設
備
な
ど
を
説
明
し

■
森
島 

大
樹（
深
川
西
高
等
学
校
１
年
）

上
手
に
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

四
日
目
も
午
前
中
は
語
学
学
校
で
授
業
を
受

け
、
午
後
か
ら
は
シ
ド
ニ
ー
大
学
へ
行
き
ま
し

た
。
シ
ド
ニ
ー
大
学
の
中
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
と
て
も
大
き
く
外
見
は
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
大
学
を
訪
れ
た
あ
と
は
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
で
買
い
物
を
し
ま
し
た
。
色
々
な

物
を
買
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
大
学
は
日
本
と

比
べ
る
と
大
き
く
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も

日
本
と
比
べ
る
と
店
数
も
多
く
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
家
に
帰

っ
て
か
ら
は
二
日
目
と
同
じ
く
ご
飯
を
食
べ
、

一
日
に
つ
い
て
ま
と
め
て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

五
日
目
も
午
前
中
は
語
学
学
校
で
授
業
を
受

け
、
午
後
か
ら
は
動
物
園
に
行
き
ま
し
た
。
動

物
園
で
は
、
ワ
ラ
ビ
ー
や
カ
ン
ガ
ル
ー
、
コ
ア

ラ
な
ど
を
見
て
き
ま
し
た
。
他
に
も
爬
虫
類
や

タ
ス
マ
ニ
ア
デ
ビ
ル
、
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
な
ど
を

見
ま
し
た
。
触
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
と
て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
。
動
物
た
ち
を

見
た
あ
と
は
園
内
に
あ
る
お
土
産
店
に
行
き
た

く
さ
ん
の
お
土
産
を
買
い
ま
し
た
。
動
物
園
で

は
た
く
さ
ん
の
可
愛
い
動
物
た
ち
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
短
い
時
間
で
し
た
が
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
に
帰

っ
て
か
ら
は
ご
飯
を
食
べ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
と
会
話
を
し
て
、
一
日
の
こ
と
を
ま
と
め

て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

六
日
目
は
午
前
中
に
語
学
学
校
で
修
了
式
を

行
い
修
了
証
書
を
も
ら
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
シ
ド
ニ
ー
の
病
院
に
行
き
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
て
、
シ
ド
ニ
ー
タ
ワ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
シ

ド
ニ
ー
タ
ワ
ー
か
ら
は
シ
ド
ニ
ー
の
街
が
一
望

で
き
て
、
と
て
も
良
い
景
色
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
シ
ド
ニ
ー
タ
ワ
ー
で
は
シ
ド
ニ
ー

の
街
を
一
望
し
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

事
が
で
き
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
五

日
目
と
同
じ
く
ご
飯
を
食
べ
、
会
話
を
し
て
一

日
の
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め
て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

七
日
目
は
朝
早
く
に
語
学
学
校
に
集
ま
り
、

バ
ス
に
乗
っ
て
五
日
目
と
は
別
の
動
物
園
に
行

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ワ
ラ
ビ
ー
や
カ
ン
ガ

ル
ー
、
コ
ア
ラ
な
ど
の
動
物
を
触
る
こ
と
が
で

き
、
他
に
も
様
々
な
鳥
や
動
物
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
動
物
園
の
後
は
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
と
い
う
山
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は

滝
な
ど
の
様
々
な
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
動
物
園
で
は
た
く
さ
ん
の
可
愛
い
動
物

た
ち
に
さ
わ
る
こ
と
が
で
き
、
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
で
は
様
々
な
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
は
ご
飯
を
食
べ
、

帰
る
支
度
を
し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
別
れ

の
挨
拶
を
し
て
終
わ
り
ま
し
た

　

最
終
日
は
七
日
目
よ
り
も
朝
早
く
に
シ
ド
ニ

ー
空
港
に
向
か
い
飛
行
機
に
乗
っ
て
日
本
に
帰

国
し
ま
し
た
。
入
国
時
の
検
疫
検
査
な
ど
も
不

備
が
無
く
、
無
事
に
帰
国
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
振
り
返

る
と
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
日
本
と
海
外
の

食
や
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
知
り
、
シ
ド
ニ
ー

の
色
々
な
場
所
に
行
っ
て
歴
史
や
動
物
な
ど
に

つ
い
て
知
り
、
語
学
学
校
で
は
英
語
に
つ
い
て

深
く
勉
強
し
て
英
語
力
が
身
に
つ
き
自
分
に
と

っ
て
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

森島 大樹 さん（左）
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　深川市と４町（妹背牛町、秩父別町、北竜町、沼田町）では、深川地区消防組合および深川医

師会と連携し「救急あんしんカード」の普及と活用に取り組んでいます。

　お名前や生年月日、緊急連絡先、治療中の病気や飲んでいる薬、かかりつけの医療

機関などの救急診療に必要な情報を書いておくカードです。

　救急あんしんカードは無色透明の筒状の保管容器に入れて、冷蔵庫扉側のドアポケ

ットに保管しておきます。どうして冷蔵庫に保管するかというと、かけつけた救急隊

員がすぐに「あんしんカード」を探し出す必要があります。

　そのため、ほとんどのお宅で冷蔵庫は台所にあるので、「あんしんカード」がどこ

にあるかすぐに分かり、救急隊員が迷わず見つけられます。

①　６５歳以上の一人暮らしの方　　　②　６５歳以上の夫婦二人暮らしの方

③　救急あんしんカードの利用を希望する方

①救急あんしんカード　(対象者１人に１枚)

②保管マークのマグネット　(世帯に１枚、冷蔵庫に貼る)

③収納容器　(世帯に１つ)

　「救急あんしんカード」は、救急車で駆けつけた救急隊員が

迅速かつ的確に救急活動を行うために、必要な情報を記録し冷

蔵庫に保管しておくものです。そのため、カードに記載した情

報が、古いままだと適切な処置を受けられない場合があります。

　必要に応じて訂正し、少なくても年に１回以上の見直しと正

しい情報での保管をお願いいたします。

　新しいカードが必要な方、新規で救急あんしんカードの利用を希望される方は、お気軽

に役場住民課福祉係または地域包括支援センター（TEL：３４－２１１１）までお問い合

わせください。

■「救急あんしんカード」とは

救急あんしんカードを活用しよう！

■ 救急あんしんカードの保管場所

■ 北竜町で配布している方

■ 配布されるもの

　 年に１回は必ず
　 「救急あんしんカード」の見直しを！

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

● にこにこベビーズ

● 認知症物忘れ相談

● 乳幼児健診

● 健康相談

 13日（木） 10:00～11:30　すこやかセンター

 17日（月）10:00～12:00　碧水地域支え合いセンター

 20日（木）12:00～     　すこやかセンター

 31日（月）13:30～14:30　碧水地域支え合いセンター

10月の
保健・介護予防

行事

重
要
！
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　　　北竜町無火災期間  （令和４年９月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　８００日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 ２，１９５日間

 令和４年深川地区消防組合管内火災発生件数　　　　９件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　５件　　妹背牛　２件
　　　　 秩父別　０件　　沼　田　２件

住宅用火災警報器の
点検をしましょう

　住宅火災による焼死者発生の原因となる逃げ遅れを防ぐためには、早期発見が重要になります。住宅用火災

警報器（以下「警報器」）の設置により、火災の発生に早く気づき、初期消火や避難できた事例が多くありますが、

設置から10年以上経過した警報器は、本体内部の電子部品の劣化や電池切れで火災を感知しなくなる場合があ

ります。

　これから暖房機器等の使用により火災が発生しやすい時季を迎えますので、お家の警報器が正しく作動する

か次のとおり点検をしましょう。

　本体についている点検ボタンを押すか、ひもを引いて音を確認しま

す。正常な場合は、「ピーピーピー」などの警報音や「正常です」の音

声メッセージが鳴ります。故障や電池切れの場合は、点検ボタンを押し

ても、ひもを引いても反応しません。

　電池切れの合図として、音や光で知らせてくれる製品もありますの

で、年に1回点検を行いましょう。

　また、故障や電池切れ以外にも警報器の感知部分にホコリやクモの巣

がついていると、正常に感知しないことがありますので、中性洗剤を浸

して十分絞ったタオルで本体の汚れを定期的に拭き取りましょう。

　設置・製造年月は、本体側面又は本体内部に記載されています。警報

器の設置が10年を超えている場合は、本体の交換をおすすめします。

　また、新しい警報器に交換した場合は、本体の側面などに、油性ペン

で「設置年月」を記入しましょう。

※警報器についてわからないことがあれば、深川消防署北竜支署予防係(℡：34-2200)まで、ご連絡ください。

火災予防運動期間：令和４年１０月１５日（土）から３１日（月）まで

全国統一防火標語：お出かけは マスク戸締り 火の用心

令和４年 秋の火災予防運動が実施されます

　●点検と清掃について　

　●設置・製造年月の確認について　
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２９０

北竜町立診療所

休診日のお知らせ

最新型思いやり考
さい しん がた おも こう

　

歳
を
取
っ
て
（
い
ろ
い
ろ
経
験

し
て
）
人
の
性
格
っ
て
顔
と
同
じ

く
ら
い
千
差
万
別
だ
な
と
し
み
じ

み
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

目
は
ふ
た
つ
、
鼻
は
ひ
と
つ
な

ど
と
言
え
ば
皆
同
じ
で
す
。

で
も
マ
ス
ク
を
し
て
鼻
と
口
を
隠

し
て
も
誰
か
は
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。

　

性
格
は
見
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
感
じ
る
事
は
で
き
ま
す
。

　

最
近
知
っ
た
言
葉
で
「
エ
ン
パ

ス
」
っ
て
の
が
あ
り
ま
す
。

共
感
力
あ
る
い
は
共
感
力
の
高
い

人
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

良
く
言
う
と
空
気
が
読
め
る
人
で

あ
り
、
よ
く
気
が
付
く
人
で
す
。

し
か
し
反
面
、
悪
い
状
況
に
も
同

調
し
や
す
く
無
意
識
の
う
ち
に
ス

ト
レ
ス
を
貯
め
、
疲
れ
を
感
じ
た

り
極
端
な
場
合
は
う
つ
病
を
発
症

す
る
事
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

日
本
人
に
は
５
人
に
一
人
ぐ
ら

い
は
そ
ん
な
感
性
の
強
い
方
が
い

る
そ
う
で
す
。
で
も
特
別
な
人
だ

け
で
な
く
皆
さ
ん
に
も
そ
の
素
因

は
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
で
す
。

　

僕
も
こ
の
職
業
に
な
り
た
て
の

頃
は
仕
事
を
覚
え
る
苦
労
や
疲
れ

以
上
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
事
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
が

診
察
室
に
入
っ
て
き
た
途
端
に
気

持
ち
が
重
た
く
な
る
の
が
わ
か
り

ま
し
た
。
当
た
り
前
で
す
が
病
院

を
訪
れ
る
方
は
悩
み
や
苦
し
み
を

持
ち
込
ん
で
き
ま
す
。
明
る
い
気

持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

同
調
す
れ
ば
こ
ち
ら
も
落
ち
込
む

の
は
当
た
り
前
で
す
。
そ
こ
に
気

づ
い
て
か
ら
は
「
自
分
は
病
気
で

は
な
い
、自
分
は
悩
ん
で
い
な
い
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
平
常
心

を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
あ
よ
く
考
え
れ
ば
当
然
の
事

な
ん
で
す
よ
ね
。
ひ
と
の
気
持
な

ん
か
そ
の
場
の
状
況
で
コ
ロ
コ
ロ

変
わ
り
ま
す
よ
ね
。
な
に
か
い
い

事
が
あ
れ
ば
笑
顔
に
な
る
し
悪
い

事
が
降
り
か
か
れ
ば
食
欲
は
無
く

な
り
ま
す
も
ん
ね
。（
え
っ
、
ど

ん
な
時
も
食
欲
は
落
ち
な
い
っ
て
。

そ
れ
は
特
殊
能
力
で
す
）

　

あ
る
程
度
の
人
生
経
験
が
あ
れ

ば
（
い
や
若
い
人
、
お
子
さ
ん
で

も
）
少
し
ば
か
り
気
を
回
せ
ば
相

手
の
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
。

（
よ
ね
、
皆
さ
ん
も
）

ま
た
僕
の
職
種
の
よ
う
に
相
談
を

受
け
る
場
合
は
そ
の
暗
い
気
持
ち
、

焦
る
気
持
ち
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
気

持
ち
自
体
だ
け
で
な
く
そ
の
原
因

も
自
ず
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
日
常
生
活
で
パ
ー
ト
ナ
ー

や
知
人
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
い

る
か
わ
か
ら
な
い
時
は
ど
ん
な
心

境
か
は
わ
か
り
に
く
い
時
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
相
互
関
係
に
慣
れ
て

し
ま
っ
て
理
解
を
怠
る
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

日
本
人
は
本
心
を
隠
す
習
性
が
あ

り
ま
す
か
ら
な
お
さ
ら
で
す
。

　

ご
自
分
も
他
の
方
も
そ
の
取
り

巻
く
状
況
で
気
分
の
ム
ラ
が
出
て

く
る
こ
と
を
理
解
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

　

極
端
な
ム
ラ
ッ
気
は
困
り
も
の

で
す
が
い
つ
も
心
が
平
静
で
あ
る

こ
と
が
美
徳
の
よ
う
に
奉
ら
れ
て

い
て
は
建
前
と
い
う
ウ
ソ
の
人
格

に
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ご
自
分
も
調
子
悪
い
時
が
あ
る
、

他
人
も
な
ぜ
か
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
と
理
解
す
れ
ば
、

お
互
い
に
尚
一
層
過
ご
し
や
す
い

日
々
が
送
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

特
に
ご
夫
婦
な
ど
長
年
一
緒
に

居
る
と
お
互
い
わ
か
っ
た
気
に
な

り
細
か
な
心
遣
い
が
失
わ
れ
が
ち

で
す
よ
ね
。

　

お
互
い
に
思
い
や
り
を
。

　１０月１９日(水)は午後１時３０分より浦本先生が深川市におい
て介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。午前中
は診察を行っています。
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北竜町教育委員会

※新型コロナウイルスの影響により掲載した行事や、
　施設の開館状況が変更される場合があります。

図書館から新刊のお知らせ
「１日５分からの断捨離」 … やました ひでこ

「春、戻る」 … 瀬尾 まいこ

「裂けた明日」 … 佐々木 譲

他、多数の新刊が入りました。
くわしくは今月発行の「図書館だより」をご覧ください。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

２日（日）
レッツゴーＰＧ大会
親子パークゴルフ

ひまわり
ＰＧ場

8:30～

５日（水）
北竜中学校２年生宿泊研修
（～６日）

小樽方面

14日（金）北竜中学校１年生見学旅行 赤平方面

22日（土）
親子体験教室

真竜小学校学習発表会

下旬 公民館講座【書画教室】 公民館

10月の生涯学習カレンダー

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

10月 3・10・17・24・31日（毎週月曜日）

※改善センター体育館は工事中により
　10月末まで使用できません。

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

第２回トレーニング指導事業を開催

　８月２３日、第２回トレーニング指導事業を改善

センタートレーニングル－ムにて開催しました。

　講師には札幌ダックスポーツの真杉智教 氏をお招

きし、第１回から参加頂いた方には真杉先生との個

人面談を、初めて参加された方にはトレーニング機

器の基本的な使い方をレクチャーして頂きました。

子どもと高齢者のふれあい事業
「実験教室」を開催

　８月５日に、子どもと高齢者のふれあい事業「実

験教室」を公民館大ホールにて開催しました。

　今回は児童２９名が参加し、講師には、空知理科

教育研究会の四十九院正満 氏をお招きし、ドライア

イスの実験と木工用ボンドを使ったスライム作りを

行いました。普段体験できない実験の数々に、児童

も推進委員さんも驚いたり、楽しんでいる様子が印

象的でした。

ひまわり大学８月講座を開催

　８月４日に「ひまわり大学」８月講座を公民館大

ホールにて開催しました。

　今回の講座は、株式会社ファイターズスポーツ＆

エンターテイメント事業統轄本部地域連携グループ

チーフの石川拓道 氏を講師としてお招きし、「北海

道日本ハムファイターズ～スポーツコミュニティの

実現に向けて～」と題し講演をしていただきました。

同社が行っている社会貢献事業や球団のこと、さら

に現在建設中の新球場のことなど幅広い内容に、学

生達が熱心に話に聞き入っていました。
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　　 悠汰 くん

ポケモンのさとし

よしだ ゆうた

川田 悠翔 くん

ウルトラマン

かわた はると

川村 杏 ちゃん

ポケモントレーナー

かわむら あん

垣原 寿章 くん

一休さん

かきはら としあき

加藤 沙耶 ちゃん

ラーメン屋

かとう  さや

吉田 光里 ちゃん

美容師

よしだ みさと

川上 恵澄 くん

ポケモントレーナー

かわかみ けいと

堂前 音 ちゃん

ダンスの先生

どうまえ おと

浅野 愛莉 ちゃん

アリエル

あさの あいり

福田 あも ちゃん

ピアノの先生

ふくだ

大場 ゆあ ちゃん

マイクラ

おおば

坂巻 優成 くん

にんじゃ

さかまき ゆうせい

井沼 陽菜 ちゃん

マイクラ

いぬま ひな

ぼくたち
わたしたち将来の夢
やわら保育園ひまわり組の

園児１３名に将来の夢を聞きました


